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姫路市における

ほこみちイメージ

～「みち」から「まち」を活性化～



姫路市

ほこみちで

エリア個性の

『にじみ出し』が彩る

大手前通りへ

大手前通りが日常的に賑わい・憩う場所に

なるために、大手前通りだけでなく沿道建物と

の連携が重要です。将来的には、ほこみちによ

りイスやテーブルが設置された居心地の良い大

手前通りの沿道建物の１階にサービス系用途

などが入り、さらに人（ファン）が増え、大手前

通り周辺も含めたエリア価値の向上、好循環を

生み出したいと考えています。

居心地の良い日常
使いの場所になる

01
サービス提供（沿道事業者）
地域経済が循環する

02

エリア価値が高まる

05

魅力的な
コンテンツづくり

03

収益の一部を
エリアに再投資

04

今いる人の憩いの場
（豊かな環境づくり）

場所への
利用価値が高まる

STEP

大 手 前 通 り の 好 循 環

STEP

STEP

STEPSTEP

大手前通りの
ファンが増える
（事業収益の拡大）

より一層、人や
事業者が集う

ほこみち
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これまでの取組を踏まえ、

「大手前通り」というブランド

をほこみちでも継続し、さらなる賑わいを

姫路市

大手前通り利活用社会実験「ミチミチ」状況写真
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姫路市
姫路市ウォーカブル推進計画より

※上記イラストはあくまでイメージであり、この度の公募に際し特定の設置物、占用を求めるものではありません。

大手前通りほこみち活用シーンイメージ

歩道空間と
滞留空間

の調和

空間的な
デザイン・
コンセプト
の統一

世界文化遺産
姫路城に
ふさわしい
ストリート

行政にはない
民間の創意工夫

周辺エリアへの
にぎわいの波及
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